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本日の発表内容

1. 『ミンダナオ支援の包括的レビュー』の概要

2. ミンダナオ支援の特徴とプロジェクト紹介

(1) フェーズ別

(2) 分野別（ガバナンス強化、経済開発、コミュニティ開発）

3. 調査結果と教訓と提言

ミンダナオ支援の意義





JICAの支援で建設された離島の中学校

信頼を育む場所
小学校で共に学ぶムスリムとキリスト教生徒

ミンダナオ包括的レビューの概要

目的

1990年代からのJICAのミンダナオ支援の

平和と開発への貢献を明らかにすること

分析

手法

事後的に「協力プログラム」として仮定し、

その成果を「貢献の概念」を用いて分析

対象

期間

1990年代後半から2019年初めバンサ

モロ暫定自治政府（BTA）設立まで

調査

期間

その成果を整理し、教訓を抽出し、新たな

自治政府に対する協力を強化・発展

2019年前半：準備（資料収集・調査設計）
2019年通年：外部委託調査
2020年：調査総括・報告書最終化



本調査の意義

暗黙知 形式知個人の情報・

知識 (財産)から

文書化により

公共の財産へ

報告書＝公共財



章 内容 担当主体

第1章 調査の概要 JICA

第2章 ミンダナオ和平を取り巻く概況 JICA

第3章 日本のミンダナオ支援政策 JICA

第4章 JICAのミンダナオ支援実績 JICA

第5章

JICAのミンダナオ支援レビュー

（アウトカム分析、JICA事業と外

交・治安維持）

外部委託

第6章
JICA事業による「ミンダナオの平和

と開発」への貢献
外部委託

第7章 結論・教訓 外部委託

報告書の内容
*調査設計から全体の実施管理はJICA

添付資料：各事業の要約と他ドナーのミンダナオ支援概況

客観性を担保



オールジャパンによるミンダナオ支援

－包括的レビューの調査枠組み－



開発

治安維持
（停戦監視）

外交
（和平調停）

JICA-外務省・大使館-民間企業・NGO・大学など

2006年設立：JICA-外務省の情報共有メカニズム

ミンダナオ・タスクフォース（在比日本大使館）

日本バンサモロ復興開発イニシアティブ

開発

外交（調停）

治安維持

オールジャパンによるミンダナオ支援

ミンダナオの平和と開発

JICA・在比日本大使館

外務省・在比日本大使館

外務省・在比日本大使館（JICA)

国際コンタクトグループ（和平交渉オブザーバー）への参加

ミンダナオ国際停戦監視団（復興・開発担当）への参加





フェーズ別ミンダナオ支援の特徴

第1フェーズ
（1990-2002年）

アキノ・ラモス政権の
開発政策との関連
[比政府-MNLFの1996

年最終和平合意後]

 ミンダナオの経済開発や格差是正

 平和開発特別地域（SZOPAD）を対象とし中

央省庁を実施機関として有償資金協力（灌漑・

道路・電力などインフラ）を実施

 1997年：政府とMILFとの和平交渉開始

フェーズ 特徴 支援方針・内容

第2フェーズ
（2002-2006年） 日本政府「平和と安

定のためのミンダナオ
支援パッケージ」
(2002年)との関連

 2000年：国軍によりMILF軍事拠点陥落

 2003年：ARMM自治政府地域開発シニアアド

バイザー派遣＋基礎調査[ガバナンス、農業、保

健、教育、給水分野]⇒技術協力の起点

 実施機関にARMM自治政府を加える

 協力スキームに技術協力プロジェクト

 協力分野にARMM政府のガバナンス強化、

住民主導型のコミュニティ開発、経済開発

ｷｬﾝﾌﾟ・ｱﾌﾞﾊﾞｶﾙ陥落



フェーズ別ミンダナオ支援の特徴

第3フェーズ
（2006-2011年）

緒方JICA理事長

(当時)のMILF軍事

拠点訪問後の展開

-ARMM-BDA[MILF]-

 2006年日比国交正常化50年⇒J-BIRD-新たなミンダナ

オ支援（IMT派遣、MILF影響地域を含む）

 2007年：MILF関連機関-バンサモロ開発庁（BDA）へ

の開発機関としての能力向上強化支援

 2008年：ARMM自治政府人材育成支援

 2008年：和平枠組合意・違憲判決⇒交戦⇒和平停滞

⇒協力継続の一方で、事業実施方法の抜本的見直し

フェーズ 特徴 支援方針・内容

2005年5月：MILF総会参加の
(故)高橋妙子公使 (当時) とムラ
ド議長

2006年6月：ダラパナンMILF軍事
基地を訪問した(故) 緒方貞子JICA
理事長(当時)

2006年10月：ミンダナオ国際停戦監視
団へ復興・開発担当専門家 (大使館員) 
を派遣

2008年10月：和平枠組み合意の違憲
判決に対するMILF司令官の武装蜂起と
国軍による拘束作戦



フェーズ別ミンダナオ支援の特徴
フェーズ 特徴 支援方針・内容

第4フェーズ
（2011-2019年）

比政府とMILF

のトップ会談

以降の和平プ

ロセスの進展

 2009年12月：国際コンタクトグループ（ICG）・和平交渉オブザーバー

 2011年8月：アキノ大統領とムラド・イブラヒムMILF議長の
初トップ会談（成田会談）⇒和平の機運高まる

 2012年10月：枠組み合意締結

 2014年3月：包括的和平合意締結
 2013年：バンサモロ移行委員会（BTC）

に対し新自治政府設立の制度整備の準備支援

 ARMM自治政府へ技術協力継続⇒支援のバランス堅持

 2015年1月：ママサパノ事件-比警察-MILF交戦[67人死亡]⇒和平停滞

 バンサモロ基本法の不成立による事業見直し

2011年8月：成田でのアキノ大統領(当

時)とムラドMILF議長の極秘トップ会談

2014年3月：和平合意後に歓喜に沸く両者

和平交渉団とICGオブザーバー・メンバー

2014年3月：マラカニアン宮殿での和平合意調印

式での田中JICA理事長（当時）とアキノ大統領

2015年1月：ママサパノ事件・交戦により死

亡したフィリピン治安当局関係者の追悼



バンサモロ組織法（BOL）成立（2018年7月）－バンサモロムスリムミンダナ

オ自治地域（BARMM）、暫定自治政府（BTA）設立（2019年2月）

2018年7月：BOL議会成立 2019年1月、2月：住民投票 2019年2月：BTA議員宣誓式

2019年3月：ARMMから引継ぎ式 2019年3月：BARMM設立式 ムラド・イブラヒム暫定首相

（バンサモロ暫定自治政府）

第4フェーズ

（2011-2019年）

ドゥテルテ政権下の

和平プロセス

（2016年-）

2020年2月

北岡JICA理事長-イブラヒム暫定

首相-ラウレル在日比大使

（於：JICA本部）
*JICA歴代理事長のミンダナオ支援に関するリーダーシップについては報告書本文を参照のこと



オールジャパンによるミンダナオ支援

ーガバナンス強化ー



ガバナンス強化支援
課題：ARMM自治政府や地方自治体などの脆弱なガバナンス

目標：新バンサモロ自治政府のガバナンス強化と平和の実現

成果：ARMM自治政府の行政能力強化（新たな自治政府

設立の基盤整備と円滑な移行促進



オールジャパンによるミンダナオ支援

－コミュニティ開発－



コミュニティ開発支援
課題：コミュニティとしての一体感の低さ

目標：コミュニティレベルの一体感の向上と平和の実現

成果：小規模インフラ整備と住民の生計向上、住民間の

相互理解と社会的結束、コミュニティの一体感強化



オールジャパンによるミンダナオ支援

－経済開発－



経済開発支援
課題：経済的ポテンシャルが十分に活用されていない

目標：ミンダナオにおける経済成長と平和の実現

成果：経済成長・生計向上・治安改善（インフラ整備、

農産品販路拡大、除隊兵による帰農促進など）

小泉首相のミンダナオ支援の約束[2002

年：ミンダナオの平和と安定のための支

援パッケージ] は単なる約束ではなかった。

JICAの元兵士への営農支援によって平和

を促進している
2007年3月：地元紙



平和構築の視点からの横断的分析結果

事業実施の協働を通し

た住民間の信頼関係醸成

1
中央

地域（ARMM、BTC、BDA、BTAなど）

市民社会・住民

垂直的

関係強化

水平的関係強化

分断社会の一体性強化
2

紛争再発への強靭性向上
3

平和の配当としての公共

サービスの提供⇒政府の正統

性向上と地域の安定化

4

一進一退の和平プロセスの中での一貫した支援は、日本の外交的意

思の表明⇒和平の機運を維持向上⇒和平プロセスの促進



（調査結果）結 論

「JICAのミンダナオへの支援は、長年にわたる開発事業

の継続的実施によって培ったネットワークを活かし、経済

開発、ガバナンス強化、コミュニティ開発と多様な関係者

間の信頼醸成と現地人材の育成をとおしてミンダナオの

平和と開発に貢献した」

ガバナンス強化 コミュニティ開発 経済開発
（インフラ整備、経済開発、産業振興）

和平調停 和平調停 国内招聘（留学生、セミナーなど）

多様なステークホルダー間の信頼醸成と信頼醸成と現地人材の育成



JICAによる総括

教訓・提言

-現代の複雑化・長期

化した紛争の特性を

踏まえて-

（計画段階）不確実性や潜在的リスクを踏まえた計

画策定（歴史的視点からの紛争・政治・ステークホルダー

分析、民族間・地域間バランスや包摂性に配慮した対象

選定基準やプロセスの明確化⇒透明性と政治配慮）

1

（実施段階）継続した政治分析・ステークホルダー分

析、不測の事態も踏まえたシナリオ策定とモニタリング⇒

即応能力の向上、必要に応じた支援計画の見直し、効

果的な支援内容とタイミングの査定

2

（和平プロセスのフェーズに適合した支援）対立期で

は支援のコミットメントを示す外交、基礎的ニーズ充足と

開発による和平誘引のための事業継続（遠隔操作も含

む）、和平合意前後では平和の配当としての即効性の

ある小規模事業と暫定政府の基盤整備

3



ミンダナオ支援の意義
*『JICAによるミンダナオの平和と開発への貢献 :

ミンダナオ支援の包括的レビューの調査結果から』を参照ください！

1. 日本との歴史的、政治経済社会的、安全保

障上、緊密な関係

2. 地政学上、ミンダナオ・フィリピンの安定はイン

ド太平洋地域全体の安定に重要

3. 民主的な紛争解決の成功事例として国際社

会に提示（価値・規範。未来への希望）

4. BARMMの失敗は力の空白・権力闘争強化

⇒暴力的過激主義勢力の浸透を深化

～私たちは戦争でなく、

永続的な平和を望んでいます～

2018年3月：バンサモロ基本法法制化支援の

住民集会＠コタバト市
（写真提供）大統領府 ～日本と世界の子どもたちの未来のために～



ご清聴いただきありがとうございました！
【ミンダナオ包括レビューのJICA図書館URL】

・ミンダナオ支援の包括的レビュー（和文・英文）

https://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000044366.html

https://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000044367.html

・JICAによるミンダナオの平和と開発への貢献 : ミンダナオ支援の包括的レビューの調査結果から

https://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000044368.html

https://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000044366.html
https://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000044367.html
https://libopac.jica.go.jp/images/report/P1000044368.html



